
※主な新規・拡充項目については、主なものであるため、事業費総額と合計が合わないことがあります。

令和6年度
要求額
（千円）

令和6年度
最終査定額
（千円）

令和6年度
要求額
（千円）

令和6年度
最終査定額
（千円）

査定内容 査定の詳細

新金岡地区活
性化推進室

新金岡地区活性化推進事
業

9,820 9,820
新金岡地区活性化検討業務の
実施に係る予算 9,820 9,820 要求どおり - 1

自治推進課 地域安全推進事業（北区） 10,412 10,412
青色防犯パトロール車両（地域
団体へ支給）の購入に係る予
算

2,003 2,003 要求どおり - 4

新規・拡充事業一覧

部名称 課名称 事業名称

事業費総額

主な新規・拡充項目

主な新規・拡充項目

頁



局 部 課

3 年度

9
10

実績値

目標値の設定根拠・算出方法

目標値の設定根拠・算出方法

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位 目標
令和4年度 令和5年度 令和6年度

各地権者との協議回数 回
目標値 20

達成率

当該指標を選定した理由 地権者との合意形成が進むことにより、事業目標の達成に寄与するため。

20

当該指標を選定した理由 地区全体での段階的な住環境の更新による人口流入が望まれるため。

達成率
新金岡町の人口（年度末時点） 人 実績値 20,290

目標値

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位 目標

実績 実績見込み

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和15年度 

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 委託業者

※国・府の基準より上回って実
施した内容を具体的に記載

5 事業の実施主体
（実施主体となる団体等） 堺市、大阪府、大阪府住宅供給公社、UR都市機構

6 事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

7 事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

新金岡地区の公的住宅等の更新を契機に、各公的賃貸住宅の管理者である大阪府、大阪府住宅供給公社、UR都
市機構等との連携のもと、創出される活用地の活用方向性を示して新金岡地区の計画的かつ円滑な施設更新を進
め、「しんかなの住まいまちづくり」に掲げる「子育てしやすいまち」、「定住魅力のあるまち」、「賑わいと活力あるまち」を実
現するため、新金岡地区の生活環境の魅力向上を図る。

8

事業内容
（目的を達成するための手
段）

※スケジュール、実施方法・手
段、事業規模・回数など

事業開始年度 令和 5 点検対象年度 令和 15 年度
実施根拠 ―（根拠法令、条例等）

2 関連計画 しんかなの住まいまちづくり（新金岡地区の住まいまちづくり基本方針）

無 現状値 ― 目標値 ―
寄与
する
KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値 ―
有・無 ゴール ゴール⑾住み続けられるまちづくりを ターゲット 11.3

有 取組 堺グランドデザイン2040に基づく各エリアの特色を活かした都市整備の推進

寄与
する
KPI

有・無 指標名 ―
有 取組の方向性

事業の位置付け

1

堺市基本
計画
2025

施策
との
関連

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ 施策 (2) 都市インフラや公共施設の最適化・老朽化対策と交通ネットワークの構築

堺市SDGs
未来都市

計画

施策
との
関連

指標名 ―

4

Ⅰ．基本情報

事務事業名 新金岡地区活性化推進事業 事業番号 216-017

担当部署名 北区役所 - 新金岡地区活性化推進室

令和6年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 新規・拡充

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

新金岡地区の計画的かつ円滑な施設更新や生活環境の魅力向上に向けて、地域住民のニーズ把握と事業促進にあ
たっての庁内外（大阪府、大阪府住宅供給公社、UR都市機構、各地権者等）との調整・協議・提案・手続きなど、
全体のコーディネートを実施する。
・ 本市と各公的賃貸住宅の管理者にとっての相互利益を考慮したなかで、最適な事業手法を新たに組み立て、提案・
調整
・ 各庁内関係部署と調整を行いながら、新金岡地区でまとまりのある一体的再編となるよう、事業者間をコーディネート
・ 各エリアへの必要施設、機能の配置と効果的な段階的整備に向けた時間軸の整理

公民連携・協働事業 ―

Ⅱ．事業の目標

北区民及び新金岡地区来訪者 対象数 単位
― 人

1



）

15

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R5まで

R7以降

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

本事業は、各公的賃貸住宅の管理者が所有する土地を活用し、地域の活性化を図ろうとするものであるが、各管理者
からは、本市としてどのような魅力ある地域にしたいか、導入施設（商業・福祉・住宅など）の配置案等を検討・提案す
るよう求められている。さらに、その上で、それを実現するための事業手法についても検討・協議を行い、主体的に合意形
成を図る必要がある。
そのための、各管理者との調整・合意形成に向けた技術提案・資料作成等の支援委託費（債務負担）を要求するも
の。
・既に活用地が生まれているエリアについて、実現可能な事業手法に向けた、具体的な提案・手続き・調整
・新金岡駅周辺など、中長期的に検討が必要なエリアについて、再整備の実現に向けた、事業手法の調整・合意形成
・駅周辺の方向性の検討に合わせて、金岡公園等へのアクセスにおける課題抽出や地区内の魅力・移動環境向上を
 目的とした実証実験の実施

・新金岡地区内の公的賃貸住宅の建替えを契機として、新金岡地区のもつポテンシャルを活かし、魅力向上を図るた
め、H31年4月に「しんかなの住まいまちづくり（新金岡地区の住まいまちづくり基本方針）」が策定された。
・R5年度より、「しんかなの住まいまちづくり」を踏まえ、魅力向上の取組を推進するため、「新金岡地区活性化推進プラ
ン（新金岡地区の生活環境の魅力向上に向けた推進方針）」の策定に向け、地区内の活用地の事業スケジュール及
び活用方向性について、各公的賃貸住宅の管理者（大阪府・大阪府住宅供給公社・UR都市機構）等との調整や
活性化へ向けた事業手法の検討を実施している。

R6

期間 R6　　～　　R7 要求額 18,000

・「新金岡地区活性化推進プラン（新金岡地区の生活環境の魅力向上に向けた推進方針）」の策定。
・推進プランで位置付けられた活用地について、段階的に創出される各活用地の発生スケジュールに合わせ、具体的な
活用の方向性及び整備手法を継続的に検討・調整し、新金岡地区全体でまとまりのあるよう、管理者間のコーディネー
トを実施する。
・既に空き地になっている活用地については、地元ニーズも踏まえ、各管理者との合意形成に向けた調整・協議を加速さ
せ、新金岡地区の魅力向上を図る。

債務負担行為 （単位：千円）

R5 予算
R6 予算 R6 予算
R5 予算
R6 予算 R6 予算
R5 予算 R5 予算

総合評価一般競争入札
学識経験者意見聴取謝礼金

R5 予算
R6 予算 41 41 R6 予算
R5 予算 82 82

R6 予算 0 0 R6 予算

活性化支援業務委託料
R5 予算 0 0 R5 予算
R6 予算 9,779 9,779 R6 予算

事業費 うち
一般財源

予算

14

事
業
費
内
訳

主な項目 年度 事業費 うち
一般財源 主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

方針策定支援業務委託料
R5 予算 3,100 3,100

一般財源 0 0 0 3,182 9,820
受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0 0

0その他（ 0 0 0 0
市債 0 0 0 0

0 0 0 0
0

事業費  (a) 0 0 0 3,182 9,820

13

項　　　目
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財
源
内
訳

国支出金 0

Ⅲ．令和6年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和6年度

0 0 0 0
府支出金　 0

R5

事務事業名 新金岡地区活性化推進事業 事業番号 216-017
令和6年度　事務事業予算要求シート（2）

2



新金岡地区活性化推進事業
■R5年度の主な取組
〇 各活用地の事業スケジュール・方向性について、各公的賃貸住宅
事業者（大阪府・大阪府住宅供給公社・UR都市機構）等との
調整・協議や、活性化に向けた事業手法の検討を実施
〇 「新金岡地区活性化推進プラン」（案）の取りまとめ

■R6年度以降の主な取組
〇 「新金岡地区活性化推進プラン」 策定
地区のポテンシャルに相応しい、魅力・活力等の向上に繋がる取組や、
活用地における一体的な活用方法について
本市の方向性を示すことにより、各事業者の取組推進を図ります。

◆短期・中期・長期のスケジュール感をもった取組を示し、将来像を共有することで、住民の意識醸成・民間事業者・
公的賃貸住宅事業者の投資機運を醸成します。
◆各事業者間での事業のコーディネートを行い、新金岡地区で持続的な発展や活性化を実現し、まとまりある
一体的整備となるよう、魅力・賑わいの構築に必要となる提案及び調整を進めます。
（活用地の創出、施設・広場の再編、回遊性、アクセス改善、地区計画、市街地再開発事業 etc.）
◆地域住民や各地権者等とも連携を行い、民間活力の導入を積極的に進めることによって、子育て世代から高齢者の
多世代が安心して暮らせる住環境の創出、地域課題の解決、駅周辺の再編などを推進します。
（商業施設、生活利便施設、医療・高齢者福祉施設、多様な住宅分譲、習い事・スポーツ施設 etc.）

3



局 部 課

3 年度

9
10

令和6年度　事務事業予算要求シート（1）
要求区分 その他

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 点検対象年度

事業の概要

○防犯環境の整備
・校区自治会活動推進補助金により、地域における防犯灯・防犯カメラの整備を支援。
・警察と連携し、全市的な観点から戦略的に整備した公設防犯カメラの維持管理を実施。
・過去に犯罪が発生した場所や夜間通行時に不安を感じやすいと想定される場所を警察と連携して選定し、行政主導
で防犯灯を設置。
○自主防犯活動への支援
・防犯協議会への事業補助や、自主防犯パトロール団体への防犯資機材等の支給、青色防犯パトロール活動費用や
車両の安全運行に係る機器設置の補助等を実施。
○広報啓発活動
・広報紙やホームぺージ等での各種防犯情報の発信、警察や関係団体との連携による防犯キャンペーン等を実施。

公民連携・協働事業

Ⅱ．事業の目標

北区民（特に犯罪被害に遭いやすい女性、高齢者、児童等）、事業者、地
域団体等

対象数 単位
157,215 人

Ⅰ．基本情報

事務事業名 地域安全推進事業（北区） 事業番号 216-008

担当部署名 北区役所 - 自治推進

事業の位置付け

1

堺市基本
計画
2025

施策
との
関連

有・無 戦略 5.強くしなやかな都市基盤 ～Resilient～ 施策 (5) 犯罪のない安心して暮らせる地域社会の実現

堺市SDGs
未来都市

計画

施策
との
関連

指標名 大阪重点犯罪認知件数

4

寄与
する
KPI

有・無 指標名 大阪重点犯罪認知件数
有 取組の方向性 ①防犯環境の整備

有 現状値 1,195件(2019年度) 目標値 900件(2025年度)
有・無 ゴール ゴール⒃平和と公正をすべての人に ターゲット 16.1

有 取組 防犯カメラや防犯灯の戦略的な設置

2 関連計画 ー

有 現状値 1,195件(2019年度) 目標値 1,100件(2023年)
寄与
する
KPI

有・無

事業開始年度 平成 12 点検対象年度 令和 7 年度
実施根拠 ・堺市安全・安心・快適な市民協働のまちづくり条例

・堺市暴力団排除条例（根拠法令、条例等）

5 事業の実施主体
（実施主体となる団体等） 本庁・各区

6 事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

7 事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

堺市民にとって犯罪のない安心して暮らせる良好な地域社会の実現をめざす。

8

事業内容
（目的を達成するための手
段）

※スケジュール、実施方法・手
段、事業規模・回数など

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 校区自治連合会、防犯協議会、青色防犯パトロール団体等

※国・府の基準より上回って実
施した内容を具体的に記載 -

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位 目標

実績 実績見込み

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 
139目標値 142 141 140

当該指標を選定した理由 大阪重点犯罪認知件数は、「堺市基本計画2025」のKPIとなっており、当該件数の減少は、犯罪のない安心して暮ら
せる地域社会の実現に寄与するため。

達成率 89% 73%

区における大阪重点犯罪認知件数
（大阪府警察が認知した大阪重点犯
罪の件数）

件 実績値 158 179

目標値の設定根拠・算出方法 目標値については、「堺市基本計画2025」の目標値を踏まえて設定。

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位 目標
令和4年度 令和5年度 令和6年度

戦略的防犯カメラの適切な維持 台
目標値 61 61

達成率 100% 100%

当該指標を選定した理由 防犯環境整備に重要であるため。

61
実績値 61 61

目標値の設定根拠・算出方法 北区における戦略的防犯カメラの台数

4



）

15

事務事業名 地域安全推進事業（北区） 事業番号 216-008
令和6年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和6年度予算要求額
事業コスト （単位：千円）

令和6年度

0 0 0 0
府支出金　 0

防犯事業補助金
R5

13

項　　　目
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財
源
内
訳

国支出金 0
事業費  (a) 12,959 15,462 6,999 8,339 10,412

市債 0 0 0 0
0 0 0 0

0

受益者負担金(使用料、手数料等）　 0 0 0 0 0
0その他（ 0 0 0 0

一般財源 12,959 15,462 6,999 8,339 10,412

14

事
業
費
内
訳

主な項目 年度 事業費 うち
一般財源 主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

戦略的防犯カメラリース料
R5 予算 4,805 4,805

事業費 うち
一般財源

予算 2,024 2,024
R6 予算 4,805 4,805 R6 予算 2,017 2,017

戦略的防犯カメラ電柱等使用料
R5 予算 79 79

青色防犯パトロール車両購入
R5 予算 0 0

R6 予算 79 79 R6 予算 2,003 2,003
R5 予算 840 840

R6 予算 270 270 R6 予算
R5 予算 270 270 青色防犯パトロール活動補助金

青色防犯パトロール車両修繕補助金 840 840

区設置カメラ電柱等使用料
R5 予算 38 38

市政協力謝礼金（夜警）
R5 予算

戦略的防犯カメラ電気料金

80 80
R6 予算 38 38 R6 予算 80 80

106 106
債務負担行為 （単位：千円）

区設置カメラ電気料金
R5 予算 29 29

R6 予算 174 174 R6 予算
R5 予算 174 174

防犯資機材

・「堺市安全・安心・快適な市民協働のまちづくり条例」施行。(平成21年9月）
・令和2年度から3か年で、警察署と連携・協議のうえ、公設防犯カメラの戦略的な整備を推進し、令和5年度からは維
持管理を実施。(令和2年度～)
・防犯灯・防犯カメラ設置補助について、制度の見直しを実施し、堺市校区自治会活動推補助金を創設。（令和4年
度）

R6 ・犯罪のない安心して暮らせる地域社会の実現をめざし、市民、事業者、警察等と連携・協働しながら、各種防犯活動
や防犯環境の整備を推進する。

期間 R　　～　　R 要求額

R7以降
・犯罪のない安心して暮らせる地域社会の実現をめざし、市民、事業者、警察等と連携・協働しながら、各種防犯活動
や防犯環境の整備を推進する。

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

　地域安全推進事業は、女性や子どもをはじめ、全ての市民にとって犯罪のない安心して暮らせる地域社会の実現に寄
与するもの。公設防犯カメラの運用や青色防犯パトロール活動等の各種防犯活動を支援し、地域と警察、行政がより
強固に連携・協働することで、地域安全の環境整備を進めることで、犯罪のない安心して暮らせる地域社会の実現をめ
ざす。
　令和6年度当初予算では、堺市自主防犯パトロール団体防犯資機材等支給要綱に基づき、青色防犯パトロール車
両購入予算を要求する。

Ⅳ．スケジュール
経過及び今後の展開

16

R5まで
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青色防犯パトロール車両の購入(買替)について 
 
 
【事業名】 

地域安全推進事業（北区） 
 
 
【趣旨・目的】 

堺市自主防犯パトロール団体防犯資機材等支給要綱に基づき、青色回転灯装備車両(以下青パト)による
自主防犯パトロール活動認証団体に対して青パトを譲渡し、地域での自主防犯パトロール活動の充実と活性化
を図っている。 

安全で平穏な地域社会を実現するためには、警察や自治体などの関係機関に加え、市民や防犯団体などによ
る、地域での自主防犯活動が重要となる。 
 
 
【事業概要】 

現在使用中の青パトは平成 19 年に市から譲渡したものであり、同要綱に定める「使用年数が 8 年以上経た
場合」に該当するため、車両の購入(買替)を行う。 
 
 
【予算要求額】 

(拡充)青色防犯パトロール車両購入 2,003 千円 
 
 
【今後のスケジュール】 

令和 6 年度支給予定 
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